
2016 年 3 月 15 日（火）13:30～羽田クロノゲート見学会 

 

NTT コミュニケーションズ株式会社 小山覚氏のご紹介で、羽田クロノゲート見学会が実現しま

した。当日は、ヤマトパッキングサービス株式会社 金井社長のご厚意で、通常の見学コースに

加え、クロノゲート内でビジネス展開しているヤマト運輸グループ各社の事業所見学もいれてい

ただき、とても有意義な見学になりました。 

スケジュールは以下の通りです。 

 

日時 

  平成 28 年 3 月 15 日(火) 13:30～17:00 

場所 

  羽田クロノゲート 東京都大田区羽田旭町 11-1 

  http://www.yamato-hd.co.jp/hnd-chronogate/index.html 

スケジュール 

  14:00～15:30 羽田クロノゲート内見学コース参加 

  15:30～16:30 羽田クロノゲート内事業所見学 

          ①マルチメンテナンスカンパニー 

          ②販売物流カンパニー 

          ③メディカルロジスティクスカンパニー 

  16:30～17:00 意見交換会(クロノゲート内 5 階第 1 会議室)  

参加者 17 名 

 

・「クロノゲート」はギリシャ神話の時間の神（クロノス）と、国内と海外をつなぐ（ゲートウエ

イ）の 2 つの言葉を組み合わせた名前だそうです。一般でも参加出来る見学コースでは、ヤマト

グループの社員の女性が率先して、この案内係を引き受けたとか。自社に対する思い入れがある

んですね。入り口の大きな黒猫を通り過ぎ、ヤマト運輸の歴史から見学者ホールでの映像を交え

た説明、実際の荷物が目の前を流れていく様子を見ながら 5 つのゲートで最新の物流機器や映像

でフロア体験が出来ます。6 つくらいあったでしょうか、そこからの荷物が一つのレーンに行儀

良く集まり流れていきます。誰か、「パケット・・・だね」と言った時には、「あ、仕事病」と思

いました。また、集中管理室もガラス越しに拝見させていただきました。 

後半は、一般の方々が入れないピッキング作業やその包装作業をしているところを順々に回ら

せて頂き、医療機器の洗浄、修理等の場などを惜しげもなく見させていただきました。ヤマト運

輸と言えば、荷物の配送だけかと思ったら、多岐にわたった活動をしているのだと知ることが出

来ました。大きなこの敷地に事務棟、物流棟があり、地域貢献エリアでは、自然環境と調和し様々

な生態系を育む「和の里」大田区在住、在勤者を対象とした施設、保育所、カフェなどがあるそ

うです。ヤマトパッキングサービス株式会社の社長との質疑応答もとても活発に行われました。

実は社長が見学の間もずっと一緒に回ってくださったのです。お忙しいのにとてもうれしいこと

です。 

全国津々浦々、配送拠点を整備しています。ネットが普及しても荷物を運ぶのはなくならない



ですね。ネット通販等が普及し更に配送が多くなるのではと思ったりしました。最近はドローン

で運ぶとか言ってますが。。 

一般の見学コースであれば、いつでも Web から申し込めるらしいですが、現在混み合っていて、

なかなか実現できないそうです。この機会を設けてくださった小山さんに感謝申し上げます。写

真撮影は、NG なのでこの様子をお知らせ出来ないのが残念でした。（M） 

 











このような企画は大変有難いです。年に 1 ・2 回は外部見学会を実施するのもよいかも知れませ 

ん。 レギュラー番組にしたいです。むしろ、撮影が許されるところは、JAIPA コンテンツとし 

て活用したいです! 

とても楽しかったです。ありがとうございました。 女性部会の活動が活発になり、JAIPA が発 

展するよう応援していきますね ！ 

どうしたらもっと女性(部会員)が集まるか考えなければいけないと思う。 

さらに明るく元気に、朗らかに頑張ってください。 

素晴らしい企画をありがとうございました。みどりさんとこやまさんに大感謝です。 


